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に指示し、それぞれ目標達成を目指した。
３．競技結果
　東アジア大会での日本選手団の成績は、突然競技種目が取
りやめになった影響で、メダル数では前回の成績を上回ること
はできなかったが、金７、銀９、銅９の合計25個のメダルを
獲得することができた。出場選手の数の影響で、予選が予定
された種目でも一発決勝になる種目もあり、男子100m、
200m、400mと女子100mだけが予選が実施された。
　大会初日、陸上競技だけでなく全競技での日本選手団金メ
ダル第一号は、女子5000mに出場した松㟢璃子選手（積水化	
学）であった。冷静なレース展開で、独走で優勝に輝いた。
男子棒高跳でも、モスクワ世界選手権で６位に入賞した山本
聖途選手（中京大学）及び荻田大樹選手（ミズノ）が出場し、
山本選手が５m50を一発で跳び、優勝を決めた。ボックスの
角度など、日本との違いから思うような跳躍ができない中、実
力通りの結果を残した。男子200mは日本選手団の主将を務め
る飯塚翔太選手（中央大学）とケンブリッジ飛鳥選手（日本
大学）が出場した。実力ある飯塚選手に若手のケンブリッジ
選手がチャレンジする展開で、後半、先行する飯塚選手を、
ケンブリッジ選手が捉え１、２位でフィニッシュした。
　２日目は、午前中に女子10000m決勝と男子5000m決勝が
行われ、女子10000mでは清水裕子選手（積水化学）が冷静
にレースを組み立て、独走で優勝。男子5000mも星創太選手（富
士通）が、国際的なレースでよく見られるペースの上げ下げが
激しいレース展開の中、ラスト150mからのスパートで逃げ切
り優勝した。期待の男子100mに山縣亮太選手（慶應義塾大学）
と若手の大瀨戸一馬選手（法政大学）が出場した。モスクワ
世界選手権の準決勝で10秒00の記録で走った中国の張培萌選
手は出場しなかったが、10秒06の記録を持つ蘇炳添選手が出
場し、山縣選手との一騎打ちとなった。スタート良く出た山縣
選手と蘇炳添選手が最後までお互いに譲ることなく競り合い、
10秒31の同タイムであったが、1000分の２秒差で残念ながら
山縣選手は２位であった。３位には後半しっかり粘った大瀨戸
選手が入り健闘した。また、男子800mでは低迷している中距
離種目で川元奨選手（日本大学）がうまいレース展開で、しっ
かり優勝を勝ち取った。これからの中距離界の中心となって活
躍することを期待したい。２日目も３個の金メダルを獲得し、
合計で６個になり最終日に期待を寄せた。
　最終日は期待した種目で金メダルを逃すことが多かった。そ
の中で、女子3000mSCでは三郷実沙希選手（スズキ浜松AC）
が前半から積極的なレースをし、９分30秒台の記録を持つ李
珍珠選手と互角のレースを行い、９分54秒02の自己新記録で
堂々銀メダルを獲得した。女子100mHでも相馬絵里子選手（筑
波大学）が前半から攻めのレースで13秒22の自己新記録で２
位に入賞した。国際大会での自己記録の更新は素晴らしいこ
とである。男女両リレーは、中国との一騎打ちになった。女子
４×100mリレー、４×400mリレーはともに力及ばず２位に
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第6回東アジア競技大会（2013／天津）報告
大会期日：2013年10月７日（月）〜10月９日（水）
開催地：天津（中国）
＜役員　16名＞

１．はじめに
　第６回東アジア競技大会（2013／天津）（以下、東アジア大
会）が2013年10月７日から９日までの３日間、中国・天津市
で開催された。日本選手権終了後、選考競技会の成績から編
成方針に基づき、2016年リオデジャネイロオリンピックに向
けた若い選手を中心に男子30名・女子28名を選考した。しかし、
７月には日本オリンピック委員会を通じ、組織委員会より実施
競技種目のキャンセルが通知され、男子４種目（６名）、女子
８種目（11名）の派遣を見送ることとなった。更に９月に入り、
男子２種目、女子１種目のキャンセルが通知され、最終的には
男子20名、女子16名及び役員16名の52名の選手団を派遣す
ることとなった。女子フィールド種目においては、ほとんどの
種目がキャンセルとなり、これから期待される競技者の国際経
験の場を失ったことは非常に残念であった。
　開催地が天津であることから、大気汚染が心配されたが、
事前にマスク、うがいなど日本陸連派遣ドクターからの的確な
指示のもと、対策を講じた。また、時差などの心配もなく、ホテ
ルについても非常にきれいで、食事に関してもバイキング形式
で提供され、特に大きなストレスを感じることなく生活できた。
２．競技成績目標と現状
　今回の東アジア大会の目標と現状に関して、今年度のアジ
アのランキングから中国、韓国、チャイニーズ・タイペイなど
の競技力を分析して、代表になった選手のメダル獲得の可能
性を想定した。各国がどのレベルの選手を派遣するか分から
ない状況ではあったが、現状として金10、銀４、銅６の20個
のメダル獲得を見込んでいた。また、今回は若い選手が中心
であることから、目先の結果よりも思い切った戦いをするよう

終わってしまった。優勝を目指していた男子４×400mリレー
は、400mの山㟢謙吾選手（日本大学）、小林直己選手（東海
大学）、800mの川元選手、400mHの野澤啓佑選手（早稲田大
学）で臨んだ。最後の直線までアンカー野澤選手が中国をリー
ドし、あと一歩で優勝であったが、ゴール寸前でかわされ、残
念ながら２位に終わってしまった。中国の大きな壁に跳ね返さ
れ続けた中で、男子４×100mリレーでは素晴らしいパフォー
マンスを見せてくれた。山縣選手、飯塚選手、ケンブリッジ選
手、大瀨戸選手のオーダーでしっかりバトンをつなぎ、38秒
44の日本学生新記録で金メダルを獲得し、日本男子短距離の
層の厚さを感じさせたレースでもあった。
　しかし、今大会でいくつかの種目においてアジアでの競技
レベルが上がっていることを感じた。特に、男子やり投は、日
本からも期待されるディーン元気選手（早稲田大学）が出場
したが、 選手（中国）、黃士峰選手（チャイニーズ・タ
イペイ）が82mを投げるなど、アジアのレベルが世界レベル
に近づいている種目でもある。これからより一層の強化策が必
要になってくるであろう。来年、韓国・仁川でアジア競技大会
が開催される。アジアの中でいかに戦えるかが、その後の世
界選手権、オリンピックにつながることになる。今大会での課
題などを分析し、準備を進めたい。
４．各種目の結果報告
（１）男子短距離
１）100m
　10秒06のベストを持つ蘇選手（中国）が出場。決勝はスター
トから30mまでは山縣選手がリードしたが今大会の課題であっ
た中間疾走で逆転され、最後は追い込んだものの同タイム着
差ありで敗れた。世界選手権の故障からの復帰の意味ではこ
こまで走れたことは評価できるが、身体面での準備不足は否
めず、それに伴い技術に関してもイメージとは少々違った形で
試合に現れてしまった。
　大瀨戸選手は良いコンディションで臨むことができ、まだ上
位２選手とは力の差があるものの0.17秒差の３位。海外経験
も多くない中で今大会は満足できる走りと本人も言うようにい
いきっかけになったレースだったのではないだろうか。
２）200m
　他国の強豪選手が出場せず日本選手の一騎打ちとなった。
飯塚選手は３月から積極的に海外遠征を行い、ユニバーシアー
ド、世界選手権を含め多くの試合に出場しており少々疲れが
溜まっているように見えた。秋は100mの試合に出場、長い距
離のトレーニングがあまりできていないとの報告も受けていた
が、その影響もあって後半の失速に繋がった。ただし、日本イ
ンカレ100mでは自己ベストをマークしており、今後そのスピー
ドを活かした世界水準の走りを期待したい。
　ケンブリッジ選手は今シーズン急成長を遂げ、勢いそのまま
に今大会も調子を維持、自信を持ってレースに臨んでいた。前
半はリードを許したものの焦ることなく自分の走りに徹し、残
り30mで逆転、優勝を飾った。後半の減速が少ないことが一
つの特徴で今後は前半のスピードがついてくると20秒台前半
も見えてくる楽しみな選手である。
３）400m

№ 役職 氏名
1 監督 原田　康弘
2 ヘッドコーチ 山崎　一彦
3 コーチ（男子短距離） 小島　茂之
4 コーチ（男子短距離） 小坂田　淳
5 コーチ（女子短距離） 瀧谷　賢司
6 コーチ（ハードル） 櫻井　健一
7 コーチ（投擲） 等々力信弘
8 コーチ（跳躍） 青木　和浩
9 コーチ（跳躍） 杉本　　誠
10 コーチ（男子中長距離） 高岡　寿成
11 コーチ（女子中長距離） 野口　英盛
12 ドクター 鎌田　浩史
13 トレーナー 村上　博之
14 トレーナー 吉住巳佐世
15 トレーナー 砂川　祐輝
16 渉外 平野　　了
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に指示し、それぞれ目標達成を目指した。
３．競技結果
　東アジア大会での日本選手団の成績は、突然競技種目が取
りやめになった影響で、メダル数では前回の成績を上回ること
はできなかったが、金７、銀９、銅９の合計25個のメダルを
獲得することができた。出場選手の数の影響で、予選が予定
された種目でも一発決勝になる種目もあり、男子100m、
200m、400mと女子100mだけが予選が実施された。
　大会初日、陸上競技だけでなく全競技での日本選手団金メ
ダル第一号は、女子5000mに出場した松㟢璃子選手（積水化	
学）であった。冷静なレース展開で、独走で優勝に輝いた。
男子棒高跳でも、モスクワ世界選手権で６位に入賞した山本
聖途選手（中京大学）及び荻田大樹選手（ミズノ）が出場し、
山本選手が５m50を一発で跳び、優勝を決めた。ボックスの
角度など、日本との違いから思うような跳躍ができない中、実
力通りの結果を残した。男子200mは日本選手団の主将を務め
る飯塚翔太選手（中央大学）とケンブリッジ飛鳥選手（日本
大学）が出場した。実力ある飯塚選手に若手のケンブリッジ
選手がチャレンジする展開で、後半、先行する飯塚選手を、
ケンブリッジ選手が捉え１、２位でフィニッシュした。
　２日目は、午前中に女子10000m決勝と男子5000m決勝が
行われ、女子10000mでは清水裕子選手（積水化学）が冷静
にレースを組み立て、独走で優勝。男子5000mも星創太選手（富
士通）が、国際的なレースでよく見られるペースの上げ下げが
激しいレース展開の中、ラスト150mからのスパートで逃げ切
り優勝した。期待の男子100mに山縣亮太選手（慶應義塾大学）
と若手の大瀨戸一馬選手（法政大学）が出場した。モスクワ
世界選手権の準決勝で10秒00の記録で走った中国の張培萌選
手は出場しなかったが、10秒06の記録を持つ蘇炳添選手が出
場し、山縣選手との一騎打ちとなった。スタート良く出た山縣
選手と蘇炳添選手が最後までお互いに譲ることなく競り合い、
10秒31の同タイムであったが、1000分の２秒差で残念ながら
山縣選手は２位であった。３位には後半しっかり粘った大瀨戸
選手が入り健闘した。また、男子800mでは低迷している中距
離種目で川元奨選手（日本大学）がうまいレース展開で、しっ
かり優勝を勝ち取った。これからの中距離界の中心となって活
躍することを期待したい。２日目も３個の金メダルを獲得し、
合計で６個になり最終日に期待を寄せた。
　最終日は期待した種目で金メダルを逃すことが多かった。そ
の中で、女子3000mSCでは三郷実沙希選手（スズキ浜松AC）
が前半から積極的なレースをし、９分30秒台の記録を持つ李
珍珠選手と互角のレースを行い、９分54秒02の自己新記録で
堂々銀メダルを獲得した。女子100mHでも相馬絵里子選手（筑
波大学）が前半から攻めのレースで13秒22の自己新記録で２
位に入賞した。国際大会での自己記録の更新は素晴らしいこ
とである。男女両リレーは、中国との一騎打ちになった。女子
４×100mリレー、４×400mリレーはともに力及ばず２位に

強化関連情報 終わってしまった。優勝を目指していた男子４×400mリレー
は、400mの山㟢謙吾選手（日本大学）、小林直己選手（東海
大学）、800mの川元選手、400mHの野澤啓佑選手（早稲田大
学）で臨んだ。最後の直線までアンカー野澤選手が中国をリー
ドし、あと一歩で優勝であったが、ゴール寸前でかわされ、残
念ながら２位に終わってしまった。中国の大きな壁に跳ね返さ
れ続けた中で、男子４×100mリレーでは素晴らしいパフォー
マンスを見せてくれた。山縣選手、飯塚選手、ケンブリッジ選
手、大瀨戸選手のオーダーでしっかりバトンをつなぎ、38秒
44の日本学生新記録で金メダルを獲得し、日本男子短距離の
層の厚さを感じさせたレースでもあった。
　しかし、今大会でいくつかの種目においてアジアでの競技
レベルが上がっていることを感じた。特に、男子やり投は、日
本からも期待されるディーン元気選手（早稲田大学）が出場
したが、 選手（中国）、黃士峰選手（チャイニーズ・タ
イペイ）が82mを投げるなど、アジアのレベルが世界レベル
に近づいている種目でもある。これからより一層の強化策が必
要になってくるであろう。来年、韓国・仁川でアジア競技大会
が開催される。アジアの中でいかに戦えるかが、その後の世
界選手権、オリンピックにつながることになる。今大会での課
題などを分析し、準備を進めたい。
４．各種目の結果報告
（１）男子短距離
１）100m
　10秒06のベストを持つ蘇選手（中国）が出場。決勝はスター
トから30mまでは山縣選手がリードしたが今大会の課題であっ
た中間疾走で逆転され、最後は追い込んだものの同タイム着
差ありで敗れた。世界選手権の故障からの復帰の意味ではこ
こまで走れたことは評価できるが、身体面での準備不足は否
めず、それに伴い技術に関してもイメージとは少々違った形で
試合に現れてしまった。
　大瀨戸選手は良いコンディションで臨むことができ、まだ上
位２選手とは力の差があるものの0.17秒差の３位。海外経験
も多くない中で今大会は満足できる走りと本人も言うようにい
いきっかけになったレースだったのではないだろうか。
２）200m
　他国の強豪選手が出場せず日本選手の一騎打ちとなった。
飯塚選手は３月から積極的に海外遠征を行い、ユニバーシアー
ド、世界選手権を含め多くの試合に出場しており少々疲れが
溜まっているように見えた。秋は100mの試合に出場、長い距
離のトレーニングがあまりできていないとの報告も受けていた
が、その影響もあって後半の失速に繋がった。ただし、日本イ
ンカレ100mでは自己ベストをマークしており、今後そのスピー
ドを活かした世界水準の走りを期待したい。
　ケンブリッジ選手は今シーズン急成長を遂げ、勢いそのまま
に今大会も調子を維持、自信を持ってレースに臨んでいた。前
半はリードを許したものの焦ることなく自分の走りに徹し、残
り30mで逆転、優勝を飾った。後半の減速が少ないことが一
つの特徴で今後は前半のスピードがついてくると20秒台前半
も見えてくる楽しみな選手である。
３）400m

　小林選手は、いつも通りの前半からの積極的なレースで、
後半もソツなくまとめセカンドベストとなる46秒76で銅メダ
ルを獲得した。代表デビューにも関わらず、現状の力を十分
に出し切った結果といえる。但し、今大会の優勝を狙うには、
もうワンランク上のスピード絶対値が必要である。今回の経験
を武器にさらなる飛躍を期待したい。
　山㟢選手は、レース直前に左脚に違和感を発症し、出場す
るか否かで悩んだ結果、W-upの動きを慎重に考慮し、『出場』
と判断した。ただ、スタートダッシュで踏ん張りを利かすこと
ができず、万全な態勢からは程遠い状態になってしまい47秒
40で４着という結果に終わった。今回のようなケースで、自
分がどの程度走れる状態にあるか、もしくは走れない状態に
あるか把握した事を今後に活かしてほしい。
４）４×100mリレー
　今大会は学生記録の更新を目標として、今後の世界大会を
見据えた走順で臨んだ。１〜２走、３〜４走でバトンパスが詰
まったが結果として38秒44の学生新記録で、ライバル視して
いた中国、アジア選手権を制したホンコン・チャイナに大差を
つけ優勝した。記録が出にくいトラックで、個々の調子を考慮
すると評価できる記録となったがバトンパスについては改善点
があり、今大会で見えてきた選手の特性も今後活かしていき
たい。メンバー争いも熾

し

烈
れつ

となり、特性を把握したうえでメン
バーを想定、パターンも多く検討していかなければならない。
今後の合宿や大会でバトンパス技術を磨き、世界大会でのメ
ダル獲得を目指す。
５）４×400mリレーは今メンバーで考えうるベスト布陣（山
㟢－小林－川元－野澤）で挑み、先行逃げ切りを試みたが、
最後の直線でかわされ３分７秒32の２着となった。

（２）女子短距離
　木村茜選手（大阪成蹊大学）は、現在の実力からはレース
の流れはスムーズにいったのではないか。今後は力みのない
伸びやかな動きを追求する事に期待したい。
　土井杏南選手（埼玉栄高校）は、ロンドンオリンピック前の
動きを取り戻す事に期待するが、もう一度、原点に戻る必要
があると感じられる。福島千里選手（北海道ハイテクAC）と
土井選手がいろいろな角度から引っ張れるリーダー的存在に

男子４×100mリレー
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なる事を期待したい。
　田村友紀選手（岩手大学）は、初の遠征で戸惑う事が多かっ
たと思うが、冷静に競技に集中していた。春のシーズンの様な
勢いはなかったが、今後200m・400mを中心に成長していっ
てほしい選手である。
　鳥原早貴選手（青山学院大学）は、持ち前の集中力と経験
で実力を発揮した。
　新宮美歩選手（東大阪大学）は、秋シーズンに入り、体調
を崩した中でのレースであったが、陸上競技に対する熱意が
感じられた。来シーズンの活躍に期待したい。
　市川華菜選手（ミズノ）は、ロンドンオリンピック後の故障
の回復が思わしくなく、計画通りのトレーニングが不足してお
り、本来の動きには程遠い状態であった。本人もその部分に
関しては自覚しており、もう一度、彼女らしい走りを期待して
いる。
　最後に、今大会は若い力に期待するチーム構成であったが、
思い通りの結果を残す事が出来なかった。今後の課題は、福
島選手がリーダーとして、若い力のある選手を先導する事に期
待するとともに、若い選手が、世界に挑戦するという意識を持っ
てもらう事が急務であると感じられる。
　また、４×100mリレー、４×400mリレーの日本記録を早
期に更新することが次のステージに繋がるものと痛切に確信
している。

（３）男子中・長距離
　川元選手、星選手とも自己記録はランキングトップであった。
　しかし、両種目ともタイムや実績においてライバルになる選
手が１、２名おり、レースは慎重になる必要があった。
　両選手ともラストのスピードが持ち味であるが、今大会では
どのようなレース展開にも対応できる能力は持っていた。
　レースは結果的にスローペースになりラストで競り勝ち、目
標であった金メダルを両選手とも獲得することができた。
　5000mにおいては中盤にモンゴルのバトオチル選手が途中
仕掛けるなど、１周のペースが５秒前後する時もあり、判断の
難しい場面も多くあったが柔軟に対応していた。
　外国人選手とラスト勝負はタイムだけで判断できない場合
が多く、ギャンブル性が高くなる。この事から選手が勝負に対
して柔軟に判断できる能力や経験が必要となる。

（４）女子中・長距離
　大会前は、殆どの選手が初代表若しくは初国際レースでは
あったが、国際舞台でも守りに入らず積極的なレース運びをし
て、全種目でのメダル獲得を目標とした。
　結果、全選手が主導権を握るレースをしてくれ、全種目メ
ダル獲得となった。
　特に、3000mSCに出場した三郷選手の自己ベスト（日本歴
代３位）は大いに評価できる内容であった。
　ただ、女子中長距離界はここ数年記録の低迷が続いている
現状から、今大会で試みた積極的なレース展開及び海外レー
スの経験を積むことが、今後、アジア大会、北京世界選手権、
リオデジャネイロオリンピック、東京オリンピックに向けて重
要になってくると考えられる。
　その為にも、ナショナルチームとしての機能を高め、若手選

手の強化策を明確にする事が急務である。
（５）ハードル
　100mHには伊藤愛里選手（住友電工）と相馬選手の２名が
出場した。
　相馬選手はスタートから鋭い飛び出しを見せ、中盤から後
半にかけても流れを崩さずにまとめて13秒22の自己新記録で
銀メダルを獲得した。今大会で自己記録を更新できたことは
素晴らしく、今後大いに期待が持てる結果であった。
　伊藤選手はスタートで若干出遅れたが、徐々にリズムを上
げて巻き返しを図った８台目付近で脚を痛め、途中棄権となっ
た。徐々に調子を上げてきていただけに残念な結果であった。
　男子110mHには佐藤大志選手（日立化成）と矢澤航選手（法
政大学）の２名が出場した。
　矢澤選手はスタートから１台目の入りが１歩少ない７歩であ
り、前半の立ち上がりが心配であったがレースでは素晴らしい
スタートを切って前半はトップを走っていた。しかし中盤で追
い付かれると後半はジリジリと離され13秒73の４位であった。
前半が良かっただけに３位には食い込んでほしかった。
　佐藤選手は膝の内側を痛めており、痛み止めを打っての出
場であった。調整ではハードルを跳べず調整に苦労したが本
番では前半から積極的なレースを展開し13秒91で５位とまと
めることはできた。自己記録とはほど遠く、満足のいく結果で
はなかったが、今できる最善は尽くしたと言える。
　女子400mHには青木沙弥佳選手（東邦銀行）と芝田陽香選
手（チームミズノアスレティック）の２名が出場した。青木選
手は前半から積極的なレース運びをし、大きなミスもなく58
秒06で２位となり銀メダルを獲得した。10台目で競り勝てた
事が本番での強さを感じさせた。芝田選手は前半の遅れが響
き、得意の後半で巻き返したがメダルにはあと一歩届かず58
秒78の４位であった。今後は前半の強化が課題であろう。
　男子400mHは野澤選手が出場した。野澤選手は国体に出場
してから現地入りをし本大会に出場した。国体の結果から走り
の修正をしたがうまくいかず前半からの流れが悪かったように
感じた。前半、中盤とやや遅れ50秒61の３位でフィニッシュ。
銅メダルは獲得したが、本来であれば優勝争いができただけ
に残念であった。今回の経験を糧にして大きく成長してほしい。

（６）跳躍
　東アジア大会の選手派遣について、跳躍ブロックでは①「若
手の育成（U-23）」、②「次世代のリーダー育成」という側面
からの派遣を行った。
　①については、山本選手・大岩雄飛選手（モンテローザ）・
嶺村鴻汰選手（筑波大学）・松下翔一選手（筑波大学）、②に
ついては、荻田選手・山本選手（世界大会の経験を有している）
という位置づけであった。
　跳躍種目の場合、東アジア大会においてでも、世界クラス
の中国選手がいるため、記録はもとより、メダル獲得を目標に
掲げた。
１）男子棒高跳
　目標は、山本選手・荻田選手ともに表彰台（メダル獲得）
であり、金と銅メダルと目標は達成された。小ぶりなボックス
という極めてまれな試合であったが、山本選手は、世界選手

女子 種目 氏名 所属 自己ベスト 日付 予選 日付 決勝
1 100m 土井　杏南 埼玉栄高校 11.43 10/8 12.06（3/2h）-1.0m/s　決勝進出 10/8 12.02　＋0.6m/s　4位
2 100m 木村　　茜 大阪成蹊大学 11.77 10/8 11.98（2/1h）-1.2m/s　決勝進出 10/8 11.99　＋0.6m/s　3位
3 200m 田村　友紀 岩手大学 23.93 10/7 24.79 4位　-0.7m/s
4 400m 鳥原　早貴 青山学院大学 53.79 10/8 54.92　3位
5 400m 新宮　美歩 東大阪大学 53.66 10/8 56.62　4位
6 800m 伊藤　美穂 順天堂大学 2:05.30 10/8 2:11.07　2位
7 1500m 森　智香子 大東文化大学 4:17.76 10/7 4.20.04 3位
8 5000m 松﨑　璃子 積水化学 15:26.05 10/7 16:09.72　優勝

9 10000m 清水　裕子 積水化学 32:07.70 10/8 32:50.42　優勝
・大会新記録

10 3000mSC 三郷実沙希 スズキ浜松AC 10:06.22 10/9 9:54.02　2位
大会新記録　PB

11 100mH 伊藤　愛里 住友電工 13.27 10/9 途中棄権
12 100mH 相馬絵里子 筑波大学 13.34 10/9 13.22 ＋0.7m/s　2位　PB
13 400mH 青木沙弥佳 東邦銀行 56.68 10/7 58.06　2位

14 400mH 芝田　陽香 チームミズノ
アスレティック 57.68 10/7 58.78　4位

15 砲丸投 茂山　千尋 国士舘クラブ 15.29 10/7 14.54　5位

第6回東アジア競技大会（2013/天津）　期日：2013年10月7日〜9日（天津・中国）　　　　　　■は当該ラウンドがないことを示す
男子 種目 氏名 所属 自己ベスト 日付 予選 日付 決勝

1 100m 山縣 亮太 慶應義塾大学 10.07 10/8 10.43（1/2h）-1.6m/s　決勝進出 10/8 10.31　-0.1m/s　2位　大会タイ記録
2 100m 大瀨戸 一馬 法政大学 10.23 10/8 10.54（1/1h）　-0.5m/s　決勝進出 10/8 10.48　-0.1m/s　3位
3 200m 飯塚 翔太 中央大学 20.21 10/7 21.26(1/h1)  -0.2m /s 決勝進出 10/7 21.01 -0.3m/s　2位
4 200m ケンブリッジ 飛鳥 日本大学 20.62 10/7 21.45(1/h2)  +0.1m/s 決勝進出 10/7 20.93 -0.3m/s 優勝
5 400m 山㟢 謙吾 日本大学 46.00 10/8 50.81（3/2h）　決勝進出 10/8 47.40　4位
6 400m 小林 直己 東海大学 46.89 10/8 47.83(1/1h）　決勝進出 10/8 46.76　3位
7 800m 川元 奨 日本大学 1.46.89 10/8 1:53.18　優勝
8 5000m 星 創太 富士通 13:43.66 10/8 14:25.00　優勝
9 110mH 矢澤 航 法政大学 13.59 10/9 13.73　-0.2m/s　4位
10 110mH 佐藤 大志 日立化成 13.61 10/9 13.91　-0.2m/s　5位
11 400mH 野澤 啓佑 早稲田大学 49.15 10/7 50.61　3位
12 棒高跳 山本 聖途 中京大学 5.74 10/7 5m50 優勝
13 棒高跳 荻田 大樹 ミズノ 5.70 10/7 5m30m 3位
14 走幅跳 大岩 雄飛 モンテローザ 7.78 10/7 7.64 3位　+0.6m/s
15 走幅跳 嶺村 鴻汰 筑波大学 7.79 10/7 7.62 4位　+0.1m/s
16 三段跳 松下 翔一 筑波大学 16.25 10/8 14m92（+0.2m/s）　4位

17 砲丸投 畑瀨 聡 群馬綜合ガー
ドシステム 18.30 10/8 17m10　5位

18 ハンマー投 柏村 亮太 日本大学 67.25 10/7 63.06　4位
19 やり投 ディーン 元気 早稲田大学 84.28 10/9 77m35　3位
20 やり投 髙力 裕也 鳥取AS 77.84 10/9 74m09　4位

男子　棒高跳

4×100mリレー
決勝期日 出場オーダー 順位 記録
10月9日 山縣-飯塚-ケンブリッジ-大瀨戸 1位・優勝 38.44　大会新記録

4×100mリレー
決勝期日 出場オーダー 順位 記録
10月9日 山㟢-小林-川元-野澤 2位 3:07.32

4×100mリレー
決勝期日 出場オーダー 順位 記録
10月9日 土井-木村-市川-田村 2位 45.17

4×100mリレー
決勝期日 出場オーダー 順位 記録
10月9日 青木-鳥原-芝田-新宮 2位 3:40.55
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手の強化策を明確にする事が急務である。
（５）ハードル
　100mHには伊藤愛里選手（住友電工）と相馬選手の２名が
出場した。
　相馬選手はスタートから鋭い飛び出しを見せ、中盤から後
半にかけても流れを崩さずにまとめて13秒22の自己新記録で
銀メダルを獲得した。今大会で自己記録を更新できたことは
素晴らしく、今後大いに期待が持てる結果であった。
　伊藤選手はスタートで若干出遅れたが、徐々にリズムを上
げて巻き返しを図った８台目付近で脚を痛め、途中棄権となっ
た。徐々に調子を上げてきていただけに残念な結果であった。
　男子110mHには佐藤大志選手（日立化成）と矢澤航選手（法
政大学）の２名が出場した。
　矢澤選手はスタートから１台目の入りが１歩少ない７歩であ
り、前半の立ち上がりが心配であったがレースでは素晴らしい
スタートを切って前半はトップを走っていた。しかし中盤で追
い付かれると後半はジリジリと離され13秒73の４位であった。
前半が良かっただけに３位には食い込んでほしかった。
　佐藤選手は膝の内側を痛めており、痛み止めを打っての出
場であった。調整ではハードルを跳べず調整に苦労したが本
番では前半から積極的なレースを展開し13秒91で５位とまと
めることはできた。自己記録とはほど遠く、満足のいく結果で
はなかったが、今できる最善は尽くしたと言える。
　女子400mHには青木沙弥佳選手（東邦銀行）と芝田陽香選
手（チームミズノアスレティック）の２名が出場した。青木選
手は前半から積極的なレース運びをし、大きなミスもなく58
秒06で２位となり銀メダルを獲得した。10台目で競り勝てた
事が本番での強さを感じさせた。芝田選手は前半の遅れが響
き、得意の後半で巻き返したがメダルにはあと一歩届かず58
秒78の４位であった。今後は前半の強化が課題であろう。
　男子400mHは野澤選手が出場した。野澤選手は国体に出場
してから現地入りをし本大会に出場した。国体の結果から走り
の修正をしたがうまくいかず前半からの流れが悪かったように
感じた。前半、中盤とやや遅れ50秒61の３位でフィニッシュ。
銅メダルは獲得したが、本来であれば優勝争いができただけ
に残念であった。今回の経験を糧にして大きく成長してほしい。

（６）跳躍
　東アジア大会の選手派遣について、跳躍ブロックでは①「若
手の育成（U-23）」、②「次世代のリーダー育成」という側面
からの派遣を行った。
　①については、山本選手・大岩雄飛選手（モンテローザ）・
嶺村鴻汰選手（筑波大学）・松下翔一選手（筑波大学）、②に
ついては、荻田選手・山本選手（世界大会の経験を有している）
という位置づけであった。
　跳躍種目の場合、東アジア大会においてでも、世界クラス
の中国選手がいるため、記録はもとより、メダル獲得を目標に
掲げた。
１）男子棒高跳
　目標は、山本選手・荻田選手ともに表彰台（メダル獲得）
であり、金と銅メダルと目標は達成された。小ぶりなボックス
という極めてまれな試合であったが、山本選手は、世界選手

権入賞の実力をいかんなく発揮した。また、荻田選手の踏切
のスタイルでは、今回のボックスによって大きなマイナスの影
響が出ていたが、３本目であるが５ｍ30を跳躍したことは、
評価したい。
２）男子走幅跳
　大岩選手・嶺村選手ともに表彰台を目指した。中国選手２名
とも自己記録が８ｍ以上、韓国の選手も明らかに、日本選手よ
り実力があり、十分な力が発揮されれば、両名の表彰台は可能
であると予測していた。結果としては、大岩選手が７ｍ64で銅
メダル、嶺村選手が７ｍ62で４位であった。記録こそ良くなかっ
たが、十分な力を発揮したと評価したい。
３）男子三段跳
　目標は、銅メダル獲得であった。自己記録が17ｍを超える

女子 種目 氏名 所属 自己ベスト 日付 予選 日付 決勝
1 100m 土井　杏南 埼玉栄高校 11.43 10/8 12.06（3/2h）-1.0m/s　決勝進出 10/8 12.02　＋0.6m/s　4位
2 100m 木村　　茜 大阪成蹊大学 11.77 10/8 11.98（2/1h）-1.2m/s　決勝進出 10/8 11.99　＋0.6m/s　3位
3 200m 田村　友紀 岩手大学 23.93 10/7 24.79 4位　-0.7m/s
4 400m 鳥原　早貴 青山学院大学 53.79 10/8 54.92　3位
5 400m 新宮　美歩 東大阪大学 53.66 10/8 56.62　4位
6 800m 伊藤　美穂 順天堂大学 2:05.30 10/8 2:11.07　2位
7 1500m 森　智香子 大東文化大学 4:17.76 10/7 4.20.04 3位
8 5000m 松﨑　璃子 積水化学 15:26.05 10/7 16:09.72　優勝

9 10000m 清水　裕子 積水化学 32:07.70 10/8 32:50.42　優勝
・大会新記録

10 3000mSC 三郷実沙希 スズキ浜松AC 10:06.22 10/9 9:54.02　2位
大会新記録　PB

11 100mH 伊藤　愛里 住友電工 13.27 10/9 途中棄権
12 100mH 相馬絵里子 筑波大学 13.34 10/9 13.22 ＋0.7m/s　2位　PB
13 400mH 青木沙弥佳 東邦銀行 56.68 10/7 58.06　2位

14 400mH 芝田　陽香 チームミズノ
アスレティック 57.68 10/7 58.78　4位

15 砲丸投 茂山　千尋 国士舘クラブ 15.29 10/7 14.54　5位

第6回東アジア競技大会（2013/天津）　期日：2013年10月7日〜9日（天津・中国）　　　　　　■は当該ラウンドがないことを示す
男子 種目 氏名 所属 自己ベスト 日付 予選 日付 決勝

1 100m 山縣 亮太 慶應義塾大学 10.07 10/8 10.43（1/2h）-1.6m/s　決勝進出 10/8 10.31　-0.1m/s　2位　大会タイ記録
2 100m 大瀨戸 一馬 法政大学 10.23 10/8 10.54（1/1h）　-0.5m/s　決勝進出 10/8 10.48　-0.1m/s　3位
3 200m 飯塚 翔太 中央大学 20.21 10/7 21.26(1/h1)  -0.2m /s 決勝進出 10/7 21.01 -0.3m/s　2位
4 200m ケンブリッジ 飛鳥 日本大学 20.62 10/7 21.45(1/h2)  +0.1m/s 決勝進出 10/7 20.93 -0.3m/s 優勝
5 400m 山㟢 謙吾 日本大学 46.00 10/8 50.81（3/2h）　決勝進出 10/8 47.40　4位
6 400m 小林 直己 東海大学 46.89 10/8 47.83(1/1h）　決勝進出 10/8 46.76　3位
7 800m 川元 奨 日本大学 1.46.89 10/8 1:53.18　優勝
8 5000m 星 創太 富士通 13:43.66 10/8 14:25.00　優勝
9 110mH 矢澤 航 法政大学 13.59 10/9 13.73　-0.2m/s　4位
10 110mH 佐藤 大志 日立化成 13.61 10/9 13.91　-0.2m/s　5位
11 400mH 野澤 啓佑 早稲田大学 49.15 10/7 50.61　3位
12 棒高跳 山本 聖途 中京大学 5.74 10/7 5m50 優勝
13 棒高跳 荻田 大樹 ミズノ 5.70 10/7 5m30m 3位
14 走幅跳 大岩 雄飛 モンテローザ 7.78 10/7 7.64 3位　+0.6m/s
15 走幅跳 嶺村 鴻汰 筑波大学 7.79 10/7 7.62 4位　+0.1m/s
16 三段跳 松下 翔一 筑波大学 16.25 10/8 14m92（+0.2m/s）　4位

17 砲丸投 畑瀨 聡 群馬綜合ガー
ドシステム 18.30 10/8 17m10　5位

18 ハンマー投 柏村 亮太 日本大学 67.25 10/7 63.06　4位
19 やり投 ディーン 元気 早稲田大学 84.28 10/9 77m35　3位
20 やり投 髙力 裕也 鳥取AS 77.84 10/9 74m09　4位

男子　棒高跳

4×100mリレー
決勝期日 出場オーダー 順位 記録
10月9日 山縣-飯塚-ケンブリッジ-大瀨戸 1位・優勝 38.44　大会新記録

4×100mリレー
決勝期日 出場オーダー 順位 記録
10月9日 山㟢-小林-川元-野澤 2位 3:07.32

4×100mリレー
決勝期日 出場オーダー 順位 記録
10月9日 土井-木村-市川-田村 2位 45.17

4×100mリレー
決勝期日 出場オーダー 順位 記録
10月9日 青木-鳥原-芝田-新宮 2位 3:40.55
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中国選手２名以外は、16ｍジャンパーは松下選手のみで順当
に試合ができれば、表彰台は確実であった。しかしながら、
松下選手は14ｍ92の４位と自身のシーズンベスト16ｍ19に
遠く及ばない結果であった。初めての海外での試合ということ
もあり、今回の失敗を教訓にしてほしい。
（７）投擲
１）男子砲丸投
　畑瀨聡選手（群馬綜合ガードシステム）は、腰に不安を持
ちながらの出場であったが、ベテランらしく現地での試合に向
けての調整トレーニング、試合中の技術面の修正力など駆使
し、現在の力は発揮した結果といえる。今後は日本のトップ選
手として来年のアジア大会などに向けての活動と、今後も若
手を引っぱる立場での活動も期待したい。
２）男子ハンマー投
　柏村亮太選手（日本大学）は、今回初のシニア日本代表で
少し力みも有り、試合前半は自身の力を発揮する事が出来ず、
苦しい試合だった。後半で幾分持ち直し、63ｍ台の記録で４
位の結果は少し残念な結果ではあったが、今後の伸びしろな
どを考えると可能性のある選手であるので、今回の経験を活
かし、70ｍ台の記録を出すために必要な技術面のトレーニン
グを冬期に実施し、来期につなげてほしい。
３）男子やり投
　ディーン選手については、シーズンベストを目標に大会に参
加したが、体調面で不安のある状態での参加になり、満足の
出来る結果を出す事はできなかった。
　試合中に技術的な修正箇所も修正するなど試合の組み立て
も出来ていたので、現状で出せる力は出せたと考えられる。今
シーズンは故障に悩まされたシーズンであったので、来期に向
けては十分な準備で臨んでくれる事を期待したい。
　髙力裕也選手（鳥取AS）については、東京国体との連続出
場だったが、コンディション的には悪くない状態で現地入りし
た。ある程度の記録を期待しての出場だったが、試合では構
えから投げの局面で、上半身と下半身の方向性が合わず、試
合中この部分の修正をしつつ試合を進めたが修正しきれな
かった。大会前の調子を考えるともう少し上の記録を想定して
いたので、残念な結果だった。
４）女子砲丸投
　茂山千尋選手（国士舘クラブ）については、現地の最終調
整での投げでは、ほぼ問題のないレベルの調整が出来ていた。
今季更新した自己ベスト（15m29）に近い記録を期待していたが、
結果は14m54という結果に終わった。試合では１投目は良かっ
たが、２投目以降、グライドの入りの部分のリズムが取れず残
念な結果だった。しかし、今回の結果から冬期トレーニングで
の課題がいくつか本人も認識出来たので、来期に期待したい。
５．最後に
　次回から東アジア大会は、ユース対象の大会に変わるため、
東アジア大会としては最後のシニア対象の大会となった。日本、
中国以外の国は、重点強化している種目だけ派遣するなど、
エントリー人数によってキャンセルになった種目が多くあった
ことは非常に残念であった。ユースの次回大会ではこのような
事のないよう、より多くの選手が出場し、若い競技者の国際経

験の場として機能することを期待したい。
　また、今回は、東京で開催された国民体育大会と開催が重
なる時期での選手派遣であったため、各都道府県陸上競技協
会のご理解に感謝いたしたい。2016年リオデジャネイロオリ
ンピック、更には2020年に開催される東京オリンピックに向け、
都道府県との連携を取りながら強化施策を推進していきたい。

第21回世界ハーフマラソン選手権大会
（2014／コペンハーゲン）代表選手選考要項
大会期日：2014年３月29日（土）
開催地：コペンハーゲン（デンマーク）
１．編成方針
　リオデジャネイロオリンピックに向けたマラソンの強化の一
環として、ロードに適性のある競技者を選考し、国際大会で
の経験を積ませる。また、トラックで実績のある競技者に、マ
ラソンへの足がかりとしてロード種目の国際大会への挑戦を
促す。
２．選考競技会
（１）第32回山陽女子ロードレース大会（女子）
	 ＜2013年12月23日（祝・月）：岡山＞
（２）第68回香川丸亀国際ハーフマラソン（男子）
	 ＜2014年２月２日（日）：丸亀＞
（３）第42回全日本実業団ハーフマラソン大会（男女）
	 ＜2014年２月16日（日）：山口＞
（４）第97回日本陸上競技選手権大会・10000m（男女）
３．種目及びエントリー枠
（１）種目：男子ハーフマラソン、女子ハーフマラソン
（２）エントリー：各レース最大５名（団体戦は上位３名の得点）
４．選考基準
（１）選考競技会（１）〜（３）の各大会の日本人トップの競
技者。

（２）選考競技会（１）〜（４）の中で日本人上位入賞の競技者。
（３）学生連合からの推薦選手。ただし、下記の基準記録に達
していること。

　男子：10000m　28分30秒00　　
　　　　ハーフマラソン　１時間02分00秒
　女子：10000m　32分30秒00　　
　　　　ハーフマラソン　１時間11分00秒
５．選考方法
　下記によりエントリー締め切り日までに強化委員会選考会議
を経て代表を決定し、３月の理事会にて報告する。
（１）世界ハーフマラソン選手権代表選考は強化委員会に一任
とする。

（２）選考基準（１）項による内定は該当する成績を収めた時
点とする。

（３）選考基準（２）項による選考は全ての選考競技会終了後、
編成方針及び選考基準に則り強化委員会にて選考する。

（４）選考基準（３）による選考は強化委員会が定める推薦基
準に達していることが条件とし（２）項と併せて強化委員
会にて選考する。
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10月の東京国民体育大会が終了、陣内綾子選手（九電工）が800m
で優勝、成年の部で男子800m上妻昇太選手（福岡大学）５位、女子
5000m光延友希選手（京セラ）６位、少年Aの部で男子5000m光延
誠選手（鳥栖工業高校）６位、女子3000m平井見季選手（白石高校）
８位の成績で天皇杯37位という結果だった。
また、今年４月より100mHの紫村仁美選手が佐賀県の三養基高校

に教員として採用され、アジア選手権、世界選手権に出場、地元でも
先生ハードラーとして注目を浴びている。是非、高校生の選手強化に
頑張ってもらいたい。
平成26年４月６日さが桜マラソン2014が開催される。今回はフル

マラソン、ファンラン（約10km）の２種目を11月５日より募集開始す
る。前年、出場選手からの全国4位という評価をうけ、今年も前回以
上の評価を受けるよう準備を進めております。全国各地からのマラソ
ン選手の参加申込をお待ちしております。

一般財団法人佐賀陸上競技協会 
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第69回国民体育大会（長崎がんばらんば国体）・第14回全国障害
者スポーツ大会（長崎がんばらんば大会）を来年に控え、去る10月
12日県立総合運動公園陸上競技場で国体開催365日前の「長崎がん
ばらんばフェスタin諌早」と称しメインゲストに京都・洛南高校の桐
生祥秀選手と車いすアスリートの副島正純選手をお迎えして開催しま
した。
開催都市（諌早市）では7競技が開催されますのでその競技体験も
実施されました。陸上競技に於いては、主に小学生やその保護者を対
象に100分の１まで計測する50m走と、総てを対象とした3.65時間た
すきリレーマラソン大会を実施しました。その他、副島選手＆桐生選
手のトーク＆デモンストレーション、○×クイズ、桐生選手との記念
撮影会等企画があり3000人余の参加者で大いに盛り上がり１年後の
本大会が楽しみな1日になりました。

（文責：総務部長　藤島義信）

　熊本陸協は、熊本出身で日本初のオリンピック選手である“マラソ
ンの父”金栗四三の伝記「走れ25万キロ」を８月20日、熊本日日新
聞社と共に発行した。金栗は明治45年、日本初参加のストックホルム・
オリンピックを皮切りにアントワープ（大正９年）、パリ（同13年）と
三つの大会に出場。箱根駅伝の生みの親としても知られる。高地トレー
ニングやインターバルなどの練習法を創意工夫し、女子体育の振興に
も力を注ぐなど“国民健康の父”でもあった。昭和35年、長谷川孝道
記者（のち熊本陸協会長）によって熊本日日新聞に連載、翌年単行本
として出版されたものを復刻し、余話として晩年の金栗にまつわる出
来事等も加えた。A5判、347ページ。1,575円（税別）
　水前寺競技場（熊本市）は、施設の老朽化で日本陸連の公認を受
けられず、公式大会ができない状態が続いている。同競技場は昭和25
年に竣工。翌26年にはこけら落としの日米親善陸上、同29年は全国
高校陸上、さらに金栗翁が炬火最終ランナーを務めた熊本国体（同
35年）など数々の大会が開かれ、かつては「記録の出る競技場」とし
て有名だった。現在、公認のための整備について熊本市と折衝中。
第38回甲佐10マイルロードレースは12月１日。第14回大会の覇者・
森下広一はバルセロナオリンピック・マラソンで銀メダリストとなっ
た。マーティン・マサシの44分41秒（第29回大会）は実質上の世界
最高記録。日本人の最高は第21回大会で川嶋伸次がマークした45分
52秒。 （文責：企画・広報部長　永廣憲一）

　去る７月28日から５日間にわたって、大分スポーツ公園大分銀行ドー
ムで開催された秩父宮賜杯第66回全国高等学校陸上競技対校選手権
大会は、お陰をもちまして無事盛会裏に終了することができました。
これもひとえに、関係各位のご支援ご指導の賜物と紙上をお借りして、
深く感謝申し上げます。さて、規模の面で国内最大級と目される全国
高校総体は、本県にとりまして、1964年東京オリンピックの翌年に開
催して以来、48年ぶりのビッグイベントでした。今回、桐生祥秀選手
効果も手伝って、大会期間中、延べ10万人を超える空前絶後の観客
が見守る中、日本高校新記録2個、大会新記録15個の成果を収めるこ
とができ、安堵したところです。
　当協会といたしましては、2005年以来、２巡目国体のリハーサル大
会として、第60回九州選手権大会をはじめ、第54回全日本実業団対
抗選手権大会、第23回日本ジュニア選手権大会と併せて、記念すべ
き第１回日本ユース選手権大会、第63回国民体育大会、引き続き第
36回全日本中学校選手権大会と、５年連続大規模競技会を実施して
まいりました。
また、昨年、第67回九州陸上競技選手権大会をインターハイのリ

ハとして開催し、県高体連をはじめ、関係機関・団体と緊密な連携を
図りながら、万全の態勢で本大会に臨むことができました。
改めて、関係者の皆様方に厚くお礼を申し上げますとともに、これ

を機に、更なる競技会運営の充実及び競技会の向上等に、最善を尽く
す所存であります。 （文責：副会長兼理事長　濱本俊夫）

一般財団法人大分陸上競技協会

玄関前
ディス
る観客

一般財団法人長崎陸上競技協会 

一般財団法人熊本陸上競技協会
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昔日の競技会運営を経験した者には隔世の感がある。本県でも平成
４年度全国高校総体宮崎大会を機に導入したコンピューターによる大
会運営システムは、その後改良を重ね現在に至っている。今では、競
技者係が受け付けたデータは、トラック競技では、写真判定員、アナ
ウンサー、記録員にサーバーで結ばれ、出発係にはペーパーのスター
トリストが届いている。フィールド競技でも、各ピットに配置したパソ
コンに接続しており、競技の記録もその場で入力することができる。
トラック・フィールド競技とも終了と同時にその結果は、競技場玄関
に５台、本部に１台、フィニッシュ地点後方に１台設置したディスプ
レイに速報記録として表示されるが、選手、観客それに審判員の評価
が高い。近い将来、出発係にタブレットを携帯させることで、スター
トリストも人の手を煩わせることがなくなり、多くの審判員が情報の
同時共有化を図ることができる。記録情報担当者のたゆまない努力と
工夫が現システ
ムをついに完成
させることにな
る。

一般財団法人宮崎陸上競技協会

平成25年のスポーツ界は、体罰・暴力、セクハラ・パワハラなど暗
いニュースで年が明け、天候的に表現すれば暴風雨の吹き荒れた状態
で、憂鬱なスタートとなりました。
さて、本協会も一般財団法人化に向けて鋭意取り組んできてまいり

ましたが、計画よりも１カ月遅れで認可・登記をしました。このターニ
ングポイントに立って、本会の定款の目的に、陸上競技の普及・振興
と競技力の向上の２本柱に加えて、県民の健康の維持増進及び青少年
の健全育成並びにスポーツ文化の向上に寄与することを謳いました。
この目的に沿って、細則にはコンプライアンスの徹底に関する章を
設け、陸上競技人としての自負と矜持を保持しつつ、公正・公平な態
度を涵養することや、本協会の活動は，アスリートの活動を支援する
尊い社会貢献活動の一環であることを理解して取り組むことを表記し
ました。
また、特に青少年を対象に陸上競技の指導にあたる者は、スポーツ
教育の観点に立った指導や活動の推進に努めることを謳いました。こ
れは、昨今の不祥事を受けて謳ったものではなく、当初から原案に含
まれていた内容で、スポーツの健全な振興を誓うものでした。
2020年のオリンピック・パラリンピックの東京開催が決定し、長い

トンネルから抜け出して、やっと明るい陽射しが見えてきました。この
年は第75回国民体育大会を本県で開催することになっています。ス
ポーツの力を発揮するステージが整いました。

（文責：理事長　山方博文）

沖縄の中学生の陸上競技の現状と活躍について紹介いたします。
陸上部（年間を通した活動）設置率が他都道府県と比較すると非常

に低く、部活動として陸上競技に取り組む環境が困難な状況にありま
す。しかし、夏場から秋の地区・県陸上、地区・県駅伝大会に向けて、
他競技を兼ねて陸上競技に取り組む活動があり、全学校が全職員体制
で臨みます。他競技に携わっている顧問や保護者の理解で、陸上競技
の楽しさを体験でき、沖縄全土が今一番盛り上がっています。10月19
日に県秋季中学陸上を宮古島市で開催し、男子ジャベリックスローに
て久辺中学校の比嘉遥選手が、従来の県中学記録を６ｍ更新する
82m67の県中新を誕生させました。ジュニアオリンピック競技大会で
は、前年に続き沖縄県勢が全国制覇を致しました。秋の男子ジャベリッ
クスローは、今大会でも３位が68mというレベルで今後の記録向上が
楽しみです。１年女子走幅跳では29年ぶりに５m07の県中新を与那国
中学校の前底希光選手が誕生させ今後の成長が楽しみです。国民体
育大会（スポーツ祭東京2013）には、B男子砲丸投に花城正太郎選
手（羽地中）、B女子100mHに大城有利加選手（豊見城中）、リレー
に三上貴之選手（伊波中）の３名の中学生が参加しました。高校での
活躍が期待されています。来年の香川全中、長崎国体、長崎九州中学
では、他県に少しでも追いつけるように、冬季は沖縄陸協強化部の小
中高大の合同練習や陸上教室で走り跳び投げまくります。沖縄の陸上
競技の支えてくれる皆様に感謝し、期待に応えるべく頑張ります。応
援よろしくお願いします。 （文責：中体連代表　比嘉共樹）
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◇◆公式動画サイトに、日本選手権リレー・ジュニアオリンピックを公開！◆◇
　日本陸連公式動画サイト“JAAF JAPAN ATHLETICS TV”では、10月25日（金）
～ 27日（日）に神奈川・日産スタジアムで開催した第97回日本陸上競技選手権リレー
競技大会、第44回ジュニアオリンピック陸上競技大会の全種目の動画をアップしていま
す！リザルトを見ながら高品質の動画をぜひお楽しみ下さい！
　アクセスは　http://japanathletics.tv/　まで

◇◆メールマガジン配信中！◆◇
　日本陸連公式メールマガジン「JAAFアスレティックメール」を好評配信中です。
　登録はhttp://mm.jaaf.or.jp/mailmagazineか、右のQRコードから！

◇◆F・W・ストレンジ氏 生誕160周年の会を開催致しました◆◇
　日本において陸上競技、ボート、
野球をはじめとするスポーツの普
及に尽力し「日本近代スポーツの
父」と言われるF・W・ストレン
ジ（フレデリック・ウィリアム・
ストレンジ）氏の生誕160周年
の会の式典を2013年10月29日、
青山霊園（東京都港区南青山）に
ある墓前にて行いました。
　あいにくの雨になりましたが、多くの関係者が集まり、日本におけるスポーツの土台を築いた同氏の功績に感謝するとともに、今後ますま
すの隆盛を祈りました。また、ストレンジ氏の墓所を管理している本連盟では、この式典にあわせ、同氏の石碑を建立し同日にお披露目をし
ました。
　1853年10月29日にイギリス・ロンドンで生まれたストレンジ氏が英語教師として日本に来日したのは、1875（明治8）年3月。スポ
ーツマンシップを説き、日本ではじめてのスポーツのガイドブックの刊行、運動会の普及、「部活」のシステム作りに14年間にわたり尽力さ
れました。

昨年のジュニアオリンピックの様子
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